
 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

小樽市教育研究所報 

第１９４号（１） 
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「こどもまんなか」     

小樽市立菁園中学校 校長 代永 研 

小樽市の中心部に位置する菁園中学校には、隣接する花園小学校

ばかりでなく、近隣の複数の小学校からの卒業生も入学してくる。

また吹奏楽部等本校での活動を強く希望した校区外からの入学も

あり、多くの小学校出身の生徒で構成されている。そのため中学校 

入学後、互いが刺激され切磋琢磨し合いながら成長していける良さがあり、日々活気

ある雰囲気の中で教育活動が推進されている。 

今年度、菁園中学校では学校教育目標に掲げられる４つの力（協働力・対応力・対

話力・設計力）の中で「設計力」に重点を置きつつ、これら４つの力を身に付けさせ

る「具体的な場の設定」を重点目標としている。具体として従来からの文化祭を「菁

園ＥＸＰＯ」と改名し、内容を大きくアップデートして探究活動の集大成の場に位置

付けたり、生徒個々がスケジュール管理をタブレット上で行うなどの取組が挙げられ

る。また「学校力向上に関する総合実践事業」の指定を受け「個別最適な学び、協働

的な学びの一体的な充実」による「主体的・対話的で深い学び」の実現を図ることを

目的に、授業改善を進めている。その過程を通して、自らの思考を言語化するツール、

自らの学びを深めていくためのツールとして、ICT の多角的な活用を図りながら、教

育の原点である「こどもまんなか」からブレることなく、生徒の学力、そして設計力

の向上を目指し、組織的に取組を推進していきたい。 
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７月２８日（月），「環境教育研修講座～『新版小学校理科教材おたるの自然（デジタル

版）』の活用を通して～」を小樽市教育委員会第 1会議室で開催しました。（参加者２３名） 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９４号（２） 

１「新版小学校理科教材おたるの自然（デジタル版）」の理論編・活用編 

（指導Ｇ 平口山主査） 

○「新版おたるの自然」は，生物分野・地球分野・地域の施設等で構成されている。 

○「新版おたるの自然」は，①教科書と関連付けてあるので授業で活用できる，②小樽で見られ

る自然を中心に編集し，地域理解を進め興味・関心を高めることができる，③写真や図が豊富

で視覚で捉えることができる，④コラムが充実している，⑤自主的な学習をサポートしてい

る，などの学習機能を備えている。 

○「新版おたるの自然」は冊子版から Web 版の作成過程を経てデジタル版の作成に至っている。 

○デジタル版は，教科書の学習はもとより，子どもの学びたい，調べたいという意欲を高める補

充的・発展的な学習にも活用することができ，より主体的な学習を進めるために大変有効で

ある。 

※デジタル版を実際に操作しながら，使い方の実践を行った。 

 

２ 授業実践１(奥沢小学校 井上主幹教諭) 

 ①調べ学習に最適 

  ○小樽の自然環境にマッチしているため，地域に根ざした学習に適していることや，情報が

絞り込まれており活用しやすい。また，季節や動植物の成長の過程を問わず活用できる。 

 ②他教科での活用 

○生活科では，子どもたちの身近な教材となり，多様な検索方法があるため活用しやすく，   

子どもたちにとって使いやすいコンテンツとなっている。 

○社会科や総合的な学習の時間，行事などでも事前や事後の学習で活用できる。 

＊「新版おたるの自然」は，コラムが充実しているので，子どもに読ませることで，環境教育

への興味・関心を広げることができる。ぜひコラムも活用してほしい。 

 

３ 授業実践２(稲穂小学校 鎌田主幹教諭) 

 ①３年生理科 「チョウのかんさつ」の学習場面 

○初めにデジタル版で学習し，実際に観察することにより，観察する動機付けや着目点が明

確になる。 

○画像や動画を見て興味を持ち，家庭学習や休み時間などを活用し，主体的に学び進める姿

も見られた。 

②４年生理科 「あたたかくなると」「暑くなると」の学習場面 

○植物の成長過程を映し，記録化することで過去・現在・ 

未来の姿を予想しながらまとめることができる。 

③その他 

○長期休業前に，小樽や地域の自然について次の学期の 

見通しを持たせることにより，家庭学習につながる。 

「環境教育研修講座」 

『新版小学校理科教材おたるの自然（デジタル版）』の活用を通して 



 

 

 

  
小樽市のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）事業は平成２６年（2014 年）度から始

まっており，ＳＳＷは，学校と保護者，関係機関等との連携・協力を図り，子どもたちに
係る環境等の改善に努めております。ＳＳＷの支援が一層効果的に進められるよう，その
働きや活用の在り方などについて改めて紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９４号（３） 

 
Ａ：ＳＳＷは，学校だけでは解決が困難な事案に対して関係機関等との 

ネットワークを活用し，学校における生徒指導や教育相談体制の一層 
の充実を図るため，学校との連携のもと次のような活動を行います。 
〇児童生徒と児童生徒の置かれた環境（家庭，友人関係等）への働きかけ 
 ・児童生徒や保護者等との面談等により，置かれている環境やニーズを把握するとともに，教

職員への情報提供や相談に応じます。 

〇学校内におけるチーム支援体制の構築，支援 
 ・児童生徒やその家庭を支援する校内体制の構築に向 

け，教職員とともにチーム体制の構築を行います。 

〇ケース会議の事前調整 
〇ケースのアセスメント（見立て）及び課題解決 
のプランニングへの支援 

〇関係機関とのネットワークの構築，連携・調整 
 ・教育委員会や福祉部局との相談やネットワークづくり 

を行います。 

 〇いじめ，不登校等を学校として認知した場合の支援   など 
  ・事案に応じて，児童生徒のみならず，当該の保護者や教職員との話し合いなどを支援します。 

Ａ：子どもたちが抱えるいじめや問題行動，不登校等の背景には，子ども自身に係る課
題のほか，学校や家庭，友人関係など，子どもの置かれている環境に課題があること
が多くあります。これらの子どもを取り巻く環境の改善を図るには，学校や家庭，地
域，関係機関等がそれぞれの役割を明確にしながら組織的に対応していくことが大切
です。ＳＳＷの活動のねらいは，それらをつなぎ，コーディネートして，学校及び家
庭環境の改善・充実に資する支援を行うことです。 
 

Ｑ２ ＳＳＷはどのようなことをするのですか？ 

ＳＳＷの活動日は， 

月・水・金曜日 11:15～17:00 

火・木曜日 9:15～15:00 です。 

困ったときは 

まずご一報を… 

問題行動 

いじめ 

児童虐待 

不登校 保護者対応 

家庭環境 

 
Ａ：ＳＳＷは，課題を抱えた児童生徒を取り巻く環境に働きかけ，家庭，学校，関係機

関をつなぎ，解決に向けて支援をします。また，ＳＣは，問題を抱えている児童生徒
や保護者等の悩みや不安を受け止めて相談・支援に当たります。 

 

 

 

 

 

 

Ｑ３ スクールソーシャルワーカー(SSW)とスクールカウンセラー(SC)との違いは？ 

教職員 関係機関 

連携・調整 連携・調整 

児童生徒が置かれた様々な環境の課題への働きかけ 

友人 
家庭 

地域 
児童生徒 

スクールソーシャルワーカー (SSW) 

家庭（保護者） 教職員 

助言・援助 助言・援助 

悩みのある児童生徒へのカウンセリング 

児童生徒 
友人 地域 

家庭 

スクールカウンセラー (SC) 

Ｑ１ ＳＳＷの活動のねらいは何ですか？ 

 「スクールソーシャルワーカー（SSW）」について 



 

小樽市立菁園中学校 教諭 藪  悠 生                 
授業や担任業など、初めてのことが多くて大変ですが、生徒が楽しそうにしてい
たり、生徒とかかわったりする中でこの仕事のやりがいを感じる毎日です。生徒
の成長を支援するためにも、今の自分で満足せずに、研修等を通して学び続けて
いきたいと思います。また、他の教科の授業を見に行ったり、先生方ともよく話
したりし、自分に合った指導方法を探していきたいと思います。 

 

小樽市立長橋中学校 教諭 渡 辺 琉 太                        
今年度より、新規採用で着任しました。地元小樽市で教員として働けることに喜
びを感じています。１学期は、先生方の温かいサポートや生徒たちの笑顔に支え
られ、充実した日々を送ることができました。生徒や保護者、先生方から信頼さ
れる教員になれるよう、「感謝」「学ぶ姿勢」を大事にしながら、生徒の成長に貢
献できるよう日々精進いたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９４号（４） 

＜令和７度 初任者紹介・その 2＞ 今回も７名紹介します。 

 

小樽市立北陵中学校 教諭 鈴 木 昌 美 
今年度より小樽市立北陵中学校に赴任しました。学園制により市内の小学校 2校
の英語を担当しています。小学校での指導は初めてですが、子どもたちが目を輝
かせて英語に触れる姿から、私自身も多くの気づきを得る日々です。中学校での
学習を見据えつつ、小学校の先生方と協力し、子どもたちが楽しく英語を学び、
将来へつながる土台を築けるよう努めてまいります。 

小樽市立向陽中学校 教諭 高 橋 政 伽                               
今年度より新採用として小樽市立向陽中学校に着任しました。新しい環境に戸惑
うことも多く、先生方にはご迷惑をおかけし、勉強不足を痛感しております。し
かし、経験豊かな周囲の皆さまに支えられ、充実した毎日を生徒の皆さんと一緒
に過ごしております。今後も生徒に寄り添い、その成長を支えられるよう、日々
学び続けてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

小樽市立桜町中学校 教諭 菅 野 創一朗 
大学の教育学部を卒業して十数年、学校とは違うところで自分の「生き方」を探
ってきました。様々なご縁が重なり、この地で教職を目指すことを決めたのは一
昨年のことです。今、生徒たちやわが子と過ごす日々の中、「生き方」について
改めて考えさせられています。学ばなければならないことも山積みですが、教員
として、大人として、子どもたちの「生きる力」を培うという使命を強く感じて
います。 
                                             

小樽市立朝里中学校 教諭 工 藤 大 空 
今年度より新規採用として、小樽市立朝里中学校に着任しました。教員としてス
タートラインに立てたことを嬉しく思います。４月からあっという間に５ヶ月が
過ぎ、日々子どもたちと関わっていく中で、たくさんのことを学ばせていただい
ています。これからも、子どもたちの成長や楽しい学校生活のサポートができる
よう、同僚の先生方や保護者の方々と連携し、子どもたちと真摯に向き合ってい
きたいと思います。よろしくお願いいたします。                  

 

小樽市立朝里中学校 教諭 川 口 巧 海                     
怒涛の日々、と言うのが正直な感想です。日々の授業や行事などで、春から夏は
瞬く間に過ぎ去ったように感じます。戸惑うことも多い中、学校生活を通して生
徒の成長に関わる面白さ、やりがいは確かにあり、教員の魅力を実感しつつあり
ます。今後は教科指導のみならず、教員として相応しい人物となれるよう、諸先
輩方の頼もしい姿を見ながら自身も生徒と共に成長していけるよう努力したいと
思います。 

 


